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ふれあい広場
このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

みんなでまちづくり♪みんなでまちづくり♪
市民の皆さんのまちづくり活動を紹介します

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。
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にしわきっ子にしわきっ子にしわにしわにしわいき
いき♪

いき
いき♪

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。

　

福
戸
あ
や
さ
ん
は
、
第
64
回
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
兵
庫
県
大
会
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

で
優
勝
し
、
第
99
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
で
開
会
式
の
司
会

を
務
め
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

福
戸
さ
ん
は
小
野
高
校
3
年
生
。

小
学
3
年
生
の
と
き
、
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
る
夢
を
抱
き
、
黒
田
庄

中
学
校
卒
業
後
は
「
強
豪
の
小
野

高
校
放
送
部
に
入
部
し
た
い
」
と
、

同
校
へ
の
進
学
を
決
意
。
放
送
部

で
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。「
聞
き
手
が
理
解
し

や
す
い
話
し
方
を
意
識
し
て
い

る
」
と
話
す
福
戸
さ
ん
は
、
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
の
兵
庫
県
大
会

や
近
畿
大
会
で
優
勝
し
、
2
年
連

続
で
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、

1
年
生
か
ら
輝
か
し
い
成
績
を
収

め
て
き
ま
し
た
。
入
部
時
か
ら
指

導
す
る
放
送
部
顧
問
の
山
本
美
千

代
教
諭
は
、「
粘
り
強
い
性
格
で
、

本
番
に
強
い
」と
評
し
ま
す
。

　

福
戸
さ
ん
は
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
も

激
戦
区
の
県
大
会
で
優
勝
。
先
月

に
阪
神
甲
子
園
球
場
で
開
催
さ
れ

た
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
で

は
、
開
会
式
の
司
会
を
務
め
ま
し

た
。「
大
観
衆
で
緊
張
し
た
」と
振

り
返
る
福
戸
さ
ん
は
、「
声

が
遅
れ
て
届
く
球
場
で
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
は
、
い
つ
も
の
話

し
方
と
違
う
。
間
を
取
り
、

ゆ
っ
く
り
話
す
こ
と
を
意
識

し
た
」
と
語
り
ま
す
。
福
戸

さ
ん
は
小
学
生
の
と
き
か
ら

憧
れ
て
い
た
『
甲
子
園
へ
の

切
符
』
を
手
に
し
て
か
ら
、

先
輩
が
務
め
た
開
会
式
の
動

画
を
見
て
研
究
の
日
々
。
本

番
で
は
一
声
一
声
を
大
切
に
、

言
葉
に
心
を
込
め
て
、
大
役

を
務
め
上
げ
ま
し
た
。「
技

術
を
磨
き
、
も
っ
と
成
長
し

た
い
」
と
、
夢
に
向
か
っ
て

先
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

おままごとが大好き♡
道亮・沙織（西脇）

将
来
の
夢
は
「
放
送
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
」

坂本　日鞠
２歳

福戸 あやさん

夏の全国高校野球選手権大会で司会を務めた

小野高等学校3年生

ひ ま り

「
比
延
地
区
の
よ
い
と
こ
ろ
写
真
」
を
募
集

　
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
比
延
地
区
の
写
真
を
募
集
し
、

2
0
1
8
年
の
比
延
地
区
の
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

比
延
地
区
の
風
景
写
真

▼
応
募
締
切　

9
月
30
日（
土
）

▼
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
可

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
写
真
（
2
Ｌ
サ
イ
ズ
）
の
裏
面
に
添
付
し
、
こ
み
せ

ん
比
也
野
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　

応
募
作
品
の
中
か
ら
12
作
品
を
選
び
、
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

比
延
地
区
自
治
協
議
会
（
☎
24‐0
1
2
0
）

第
35
回
比
也
野
よ
っ
て
け
ラ
イ
ブ「
晩
秋
、
女
声
美
ハ
ー
モ
ニ
ー
」

　
秋
の
ひ
と
と
き
、
美
し
い
歌
声
に
酔
い
し
れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

9
月
30
日（
土
）
午
後
1
時
30
分
開
演

▼
と
こ
ろ　

こ
み
せ
ん
比
也
野
（
鹿
野
町
7
2
0‐1
）

▼
出
演　
グ
ル
ー
プ「
ア
ン
ダ
ン
テ
」、女
性
コ
ー
ラ
ス「
そ
よ
風
」

▼
入
場
料　

3
0
0
円

▼
問
合
せ　

え
え
ま
ち
比
也
野
里
（
☎
24‐0
1
2
0
）

机上訓練で傷病者の受け入れ体制
を確認

ふくと

 　
巨
大
地
震
に
備
え
た
訓
練
を
実
施

 

　
7
月
29
日（
土
）、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
想
定
し
て
近
畿
地
方
広
域

で
大
規
模
な
医
療
活
動
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
西
脇
病
院
は
北

播
磨
圏
域
の
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
、
地
震
発
生
直
後
に
緊
急
連
絡

で
約
1
0
0
名
の
病
院
職
員
を
参

集
。
災
害
対
策
本
部
の
設
置
を
は

じ
め
、
入
院
患
者
や
院
内
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
認
、
搬
入
さ
れ
る

傷
病
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の

受
け
入
れ
、
衛
星
電
話
に
よ
る
他

院
か
ら
の
受
け
入
れ
要
請
な
ど
の

初
動
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
西
脇
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
三

木
総
合
防
災
公
園
で
搬
送
拠
点
臨

時
医
療
施
設
設
営
訓
練
に
参
加
し
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
患
者
搬
送

や
関
係
機
関
と
の
調
整
業
務
を
行

い
ま
し
た
。

　　
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』

 

▼
と
き　

9
月
11
日（
月
）
午
後

3
時
〜　

１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
講
師　

乳
腺
外
科
部
長　

三
輪

教
子
医
師

▼
演
題　
「
乳
が
ん
検
診
〜
高
濃
度

乳
腺
・
乳
が
ん
リ
ス
ク
の
高
い
方

や
若
い
世
代
の
検
診
に
つ
い
て
〜
」

▼
費
用　

無
料

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課
（
病
院

内
線
3
6
6
）

　　
糖
尿
病
教
室

 

▼
と
き　

9
月
22
日（
金
）
午
後

2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
内
容　
「
糖
尿
病
に
よ
る
眼
の

病
気
に
つ
い
て
」「
知
っ
て
得
す
る

し
・
め
・
じ
」

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳
、
運
動

継
続
カ
レ
ン
ダ
ー
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

▼
問
合
せ　

内
科
（
病
院
内
線
5

3
5
）

　　
は
な
み
ず
き
の
会

 

▼
と
き　

9
月
30
日（
土
）
午
後

2
時
〜
4
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
対
象　

乳
が
ん
経
験
者
、
家
族

▼
内
容　

交
流
会

▼
費
用　

会
員
＝
無
料
▽
非
会
員

＝
5
0
0
円

▼
問
合
せ　

乳
腺
外
科　

三
輪

（
☎
22‐0
1
1
1
）

　

nishiw
akinyugan@

yahoo.
co.jp　　

10
月
か
ら
乳
腺
ド
ッ
ク
始
め
ま
す

 

▼
検
診
日　

毎
週
木
曜
日

▼
検
診
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
ィ
ー

検
査
、
超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
、

視
触
診
ほ
か
、
ご
相
談
に
も
応
じ

ま
す

▼
費
用　

1
5
，1
2
0
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

健
診
部

（
病
院
内
線
3
2
9
･
3
3
4
）

 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
な
み
会
に
よ

る
書
道
展
で
す
。

▼
と
き　

9
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

▼
問
合
せ　

経
営
管
理
課
（
病
院
内

線
3
6
3
）

広報にしわき　平成29年9月号広報にしわき　平成29年9月号 1819

地域に信頼される良質な医療を提供します
（☎22-0111）　http://nshp.jp/

　骨
粗
鬆
症

　
　

骨
は
生
き
て
い
ま
す
。
日
々
古

い
骨
が
壊
さ
れ
（
骨
吸
収
）、
新

し
い
骨
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
（
骨

新
生
）。
こ
れ
は
骨
代
謝
と
言
わ

れ
、
赤
ち
ゃ
ん
で
も
高
齢
者
で
も

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
へ
と
骨
は
太
く
大
き

く
成
長
し
、
20
歳
前
後
で
最
大
量

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
生
も
の

の
骨
の
貯
金
で
す
。
40
代
ま
で
は

維
持
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
は
こ

の
貯
金
を
食
い
つ
ぶ
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り

歳
を
重
ね
る
と
骨
吸
収
が
骨
新
生

を
上
回
る
よ
う
に
な
り
、
骨
の
貯

金
は
徐
々
に
目
減
り
し
て
い
き
ま

す
。
目
減
り
が
ひ
ど
く
な
っ
た
状

態
が
骨
粗
鬆
症
で
す
。
特
に
女
性

は
閉
経
を
迎
え
る
50
歳
以
上
の
約

4
分
の
１
が
、
70
歳
で
は
約
半
数

が
骨
粗
鬆
症
と
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
あ
る
意
味
、
自
然

の
変
化
な
の
で
す
が
、
不
都
合
な

の
は
骨
が
脆
く
な
り
軽
い
け
が
で

骨
折
を
起
こ
す
こ
と
で
す
。
背
骨

の
脊
椎
圧
迫
骨
折
や
股
関
節
部
の

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
は
、
高
齢
者

の
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
と
し
て

脳
卒
中
に
次
い
で
第
2
位
で
す
。

骨
粗
鬆
症
の
治
療
の
最
大
の
目
的

は
骨
折
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
予

防
す
る
こ
と
、
骨
折
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
可
能
な
限
り
寝

た
き
り
の
状
態
に
し
な
い
こ
と
で

す
。

　

次
回
か
ら
①
大
腿
骨
近
位
部
骨

折
②
脊
椎
圧
迫
骨
折
③
骨
粗
鬆
症

の
予
防
と
治
療
に
関
す
る
、
当
科

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

も
ろ




